
 

〔医療管理学講座〕 
 
（1）医療情報学分野 

1．研究の概要 
医療および生命科学領域のビッグデータを対象に，データマイニング手法等を駆使し，新たな知見を発

見する研究を進めている。具体的な研究テーマは以下である。 
・ 大規模医薬品有害事象データベースの構築と有害事象分析の研究 
・ 医療・診療データを活用した効果的なマネジメントの実践と医療の質向上 
・ データマイニングと AI 技術を活用した創薬研究への応用 
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6．学会活動 
1）学会役員 
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1） 日本磁気共鳴医学会監事(～現在) 
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3） 日本医療情報学会評議員(～現在) 
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2） SDM コンソーシアムワークショップ 2016 in 伊勢志摩(平成 28 年 7 月, 三重) 
3） 公開講座「先端を行く 連合創薬医療情報研究科」(平成 28 年 7 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
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7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
紀ノ定保臣： 
1） メディカルジャパン 2015 大阪病院イノベーション展(平成 27 年 2 月, 大阪, 招待講演「医療ビッグ

データ活用の成果と今後の展望」演者) 
2） 佐賀県診療情報管理懇話会(平成 27 年 4 月, 佐賀, 「医療におけるビッグデータの活用～広い意味の

診療情報の活用と今後求められる活動について」演者) 
3） ライフサイエンス天城フォーラム(平成 27 年 10 月, 静岡, 招待講演「医療ビッグデータの研究開発
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4） 数理システムユーザーコンファレンス(平成 27 年 11 月, 東京, 講演「知識の発見とデータ処理手順

の可視化を支援する VRP」演者) 
5） 第 62 回日本臨床検査医学会学術集会(平成 27 年 11 月, 岐阜, 教育講演「医療ビッグデータ活用の効

果と今後の展望」演者) 
6） 京都府立医科大学特別講演会(平成 27 年 12 月, 京都, 特別講演「放射線診断治療学領域における今

後のイノベーションを考える」演者) 
7） 公開講座「先端を行く 連合創薬医療情報研究科」(平成 28 年 7 月, 岐阜, 「医療情報システムの最

前線」演者) 
8） 2nd International Conference on Science and Technology for Sustainability 2016 in  

Indonesia(平成 28 年 11 月, Indonesia, 基調講演「Current Situation of Healthcare Services in 
Japan –How does ICT work to solve the problems? -」演者) 

 
一宮尚志： 
1） 日本物理 学会 第 71 回年次大会(2016 年 3 月 20 日, 東北学院大学, 座長) 
2） 日本物理学会 2017 年秋季大会(2017 年 9 月 24 日, 岩手大学, 座長) 
3）新化学技術推進協会 高分子シミュレーション技術セミナー討論会(2017 年 11 月 17 日 山喜旅館

(静岡県伊東市), 招待講演) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
紀ノ定保臣： 
1） 全国健康保険協会岐阜支部評議会評議員(～現在) 
2） 岐阜県医師会情報システム委員会委員(～現在) 
3） 岐阜県医師会勤務医部会学術選考委員会委員(～現在) 
4） 一般社団法人 SDM コンソーシアム理事長(～現在) 
5） 救急医療情報連携地域協議会委員(～現在) 
6） 岐阜県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会委員(～現在) 
7） メディカルジャパン大阪医療情報フォーラム アドバイサリー委員会委員(平成 27 年～現在) 
8） 岐阜県医師会勤務医部会 IT 委員会委員長(平成 28 年～現在) 
9） 岐阜県医師会勤務医部会常任運営委員(平成 28 年～現在) 

 

10．報告書 
1） 紀ノ定保臣：臨床研究・治験の IT 化推進のための実施プラン策定に関する研究：平成 26 年度厚生

労働科学研究費補助金 医療情報技術実用化総合研究事業 総括研究報告書：41－146(平成 27 年 5
月), 

2） 紀ノ定保臣：臨床研究・治験の IT 化推進のための実施プラン策定に関する研究：平成 27 年度受託

研究開発成果報告書：11－12,4 資料(平成 28 年 5 月), 
 

11．報道 
1） 紀ノ定保臣：医療ルネサンス No.6011 情報技術で支える：読売新聞(平成 26 年 3 月 2 日) 
2） 紀ノ定保臣：素描 “岐阜に移り住んで”：岐阜新聞(平成 29 年 11 月 3 日) 
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3） 紀ノ定保臣：素描 “司町から柳戸へ”：岐阜新聞(平成 29 年 11 月 10 日) 
4） 紀ノ定保臣：素描 “病院の移転から 13 年”：岐阜新聞(平成 29 年 11 月 17 日) 
5） 紀ノ定保臣：素描 “スマートな状態１”：岐阜新聞(平成 29 年 11 月 24 日) 
6） 紀ノ定保臣：素描 “スマートな状態２”：岐阜新聞(平成 29 年 12 月 1 日) 
7） 紀ノ定保臣：素描 “スマートな状態３”：岐阜新聞(平成 29 年 12 月 8 日) 
8） 紀ノ定保臣：素描 “ビッグデータについて”：岐阜新聞(平成 29 年 12 月 15 日) 
9） 紀ノ定保臣：素描 “年賀状について”：岐阜新聞(平成 29 年 12 月 22 日) 

10） 紀ノ定保臣：素描 “新しい真ん中を探して”：岐阜新聞(平成 29 年 12 月 29 日) 
 

12．自己評価 
評価 

研究論文の数が若干減少傾向にあるものの、社会的な活動が増加傾向にある。 
 

現状の問題点及びその対応策 
今後は、岐阜県の ICT・官民活用推進連携等の活動を支援したい。 
また、このような活動の支援が大学の教員としての役割として期待されていると考える。 

 
今後の展望 

これまでと同様に、研究者として社会的な課題の解決や生命科学の発展に寄与する研究を進めたい。 
同時に、大学人として、教育者として 学生の育成と社会への貢献に尽力する計画である。 
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（2）総合病態内科学分野 

1．研究の概要 
  1) 脂肪細胞における RE1-silencing transcription factor (REST)の役割の研究 

我々は新たな脂肪前駆細胞として、脂肪細胞特異的遺伝子を発現しながら、増殖能を持つ細胞：small  
proliferative adipocytes (SPA)を同定で、その遺伝子発現の特徴を同じ脂肪組織の stromal vascular 
cells (SVC)と比較検討し、以下の結論を得た。SPA は SCV に比べ、脂肪細胞特異的遺伝子の他、

glutamate receptor 7 (Grm7)、synuclein γ (Sncg)、GABA type A receptorg γ2 (Gabrg2)等の神経

細胞遺伝子を多く発現している。これらは成熟白色脂肪細胞で更に多く発現していた。また prolactin 
family に 属 す る 増 殖 因 子 、 proliferin 2 が SPA に の み 発 現 し て い た 。 SPA は 通 常

insulin/dexamethasone/IBMX による分化誘導の他、pioglitazone 単独でも脂肪滴を有する脂肪細胞に

分化した。分化した SPA (D-SPA)を同様に分化した SVC (D-SVC)と比較すると、D-SPA では 
uncoupling protein 1 (UCP1)が多く発現していた。また SPA を pioglitazone で刺激後、選択的β3  
adrenergic receptor 作動薬 CL316243 で刺激すると、UCP1 を多く発現する褐色脂肪細胞(BAT)様細 
胞に分化した。以上より D-SPA は,寒冷刺激やβ3 adrenergic receptor 作動薬刺激後に白色脂肪に現

れる beige cell と考えられた。脂肪細胞に神経細胞遺伝子が発現することは部分的に報告されているが、 
その意義は全く不明である。これらの神経細胞遺伝子は機能的な関連はなく、これらがまとまって何 
らかの役割を果たしているとは考えにくい。これを解明する目的で、我々は神経細胞遺伝子の多くを 
調節している REST に注目した。現在、脂肪細胞特異的に REST を欠失したマウス(Adipo-REST KO) 
を作出し、これが脂肪細胞機能、全身の糖、脂肪代謝、インスリン感受性に及ぼす影響を解明するた

めの研究を行っている。現在まで明らかになっていることは、通常の飼育状態では、雌 Adipo-REST  
KO では脂肪組織は縮小し、HE 染色でみた形態は、正常脂肪細胞の中に非常に小型化した細胞が混在

している。しかし雄 Adipo-RST KO ではそのような変化はない。高脂肪食負荷により、雌 Adipo-REST   
KO では脂肪組織の全体の大きさは対象と差がなくなるが、やはり脂肪組織には小型の脂肪細胞の混在

が認められた。また雌 Adipo-REST KO では空腹時血糖が低下し、肝の脂肪化も抑制されていた。雌

Adipo-REST KO の遺伝子発現を対照とマイクロアレイで比較すると、いくつかの神経細胞遺伝子の発

現亢進、がん遺伝子の発現亢進が認められた。今後これらの事実をもとに、Adipo-REST KO の特徴を

遺伝子発現、糖脂肪代謝の側面から解明していき、神経細胞遺伝子発現の意味を解明する予定である。 
 

2) ステロイド糖尿病の発症予測と治療薬選択に関する研究 
ステロイド糖尿病は、グルココルチコイドを膠原病などの自己免疫疾患の治療目的に投与した際に発

症する糖尿病である。昨年度までの研究で、インスリンが必要となる独立したリスク因子 5 つ（男性、

血清クレアチン、空腹時血糖、HbA1c、グルココルチコイド開始量）を同定した。さらに、これらの

因子をその程度によって点数化し、総得点でインスリンが必要となるかをグルココルチコイド投与前

に予測するスコアリングシステムを開発し、今年の糖尿病学会学術総会で発表した。今年度は、この

スコアリングシステムを他の 2 つの市中病院でのグルココルチコイド治療患者を対象にした

validation study を行う。これらの病院ではすでに倫理審査委員会での承認を得ており、現在データの

収集を開始したところである。これによって、このスコアリングシステムの感度、特異度および正診

率を明らかとなる。 
 

3) 関節リウマチ患者での頸動脈エコー動画解析による動脈硬化度の定量 
関節リウマチ患者では関節等の慢性炎症が持続することから動脈硬化性疾患を発症しやすく、平均寿

命が 3～10 年短いと言われている。しかし、生物学的製剤などの導入などによって関節リウマチ患者

の疾患コントロールは以前よりかなり改善したため、動脈硬化性疾患発症も減少してくると予想され

る。現在臨床応用されている動脈硬化の定量的指標として、四肢の血圧同時測定による心臓足首血管

指数（CAVI）、頸動脈エコー検査による内膜・中膜厚（IMT）やプラークの存在がある。我々は、頸

動脈エコーでの心拍動に伴う動脈壁の動きを記録した動画を解析することによって動脈壁（外膜）の

硬さを測定する新たな動脈硬化指標（動脈硬化係数：E1）を開発した（特許 3882084 号）。これを用

いて、年齢や性をマッチさせたリウマチ患者と健常者での動脈硬化度との比較を行うとともに、疾患

活動性や罹患年数が動脈硬化度に与える影響を明らかにする。 
 

4) メモリーT 細胞 Notch シグナルを標的としたアレルギー疾患治療法の開発 
日本では多くのヒトが何らかのアレルギー疾患に罹患し、根本的な治療の確立が求められている。ア
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レルギー疾患は症状の再燃を起こすが、再燃には抗原特異的メモリー細胞（病原性メモリー細胞）が

主体となる免疫記憶機構が密接に関与している。Notch シグナル阻害によりアレルギー疾患関連病原

性メモリーT 細胞の除去がアレルギー再燃阻止に繋がるのではないかと想起した。マウス食物アレル

ギーモデル（BALB/c マウス）を卵白アルブミン（OVA）で感作し、１ヶ月後 Notch シグナル阻害剤

（GSI）を投与する。その後 OVA を経口投与しアレルギー反応を惹起する。対照群、GSI 群でアレル

ギー症状（下痢、体重減少）、OVA 特異的 IgE、リンパ球の IL-4 産生を比較する。GSI の投与期間を

10〜14 日に延長することや長期メモリー相での Notch シグナル阻害の効果を感作後 2、3 ヶ月として

検証する。 
 

5) ステロイド投与患者におけるデノスマブとアレンドロネート無作為割り付け比較試験 
「ステロイド性骨粗鬆症の管理と治療ガイドライン (2014 年度版)」によると，ステロイド骨粗鬆症治

療の第 1 選択薬としてアレンドロネートなどのビスホスホネート製剤があるが，顎骨壊死，治療中の

骨折，長期使用での大腿骨の非定型骨折が起こるなどの問題点もある。デノスマブは receptor 
activating NF-κB ligand (RANKL) の中和抗体で，2013 年に骨粗鬆症治療薬として承認された。6 ヶ

月に 1 回の皮下注射薬で，治療継続率の向上が期待され，骨吸収抑制効果はビスホスホネート製剤を

上回るとされている。ステロイド投与患者でのアレンドロネートとデノスマブの有効性および安全性

を比較検討の臨床試験を開始している。 
 

6) 遺伝子共発現ネットワーク解析を用いた発熱性疾患の鑑別診断法の開発 
発熱性疾患のなかには、治療法が大きく異なるにもかかわらず、診断が非常に困難な疾患が知られて

いる。例えば、関節リウマチとリウマチ性多発筋痛症、細菌感染症と成人スチル病、悪性リンパ腫と

組織球性壊死性リンパ節炎などの疾患ペア間では、鑑別診断が容易ではなく、その結果、適切な治療

が実施できない場合が多い。本研究では、鑑別診断を発症早期に可能とするために、採取が容易な血

液を用いて白血球の遺伝子発現を網羅的に解析する。ただし、従来の発現変動解析では、疾患に関連

して発現が変化する遺伝子数が多過ぎるため、適切なマーカー遺伝子を確定することは多くの場合に

困難であることが知られている。そこで、本研究ではバイオインフォマティクスの手法を用いて、発

現変動遺伝子間の遺伝子共発現ネットワークを推定し、ネットワークモジュールの同定を進める。さ

らに、タンパク質間相互作用情報を活用することにより、最終的には疾患特異的ネットワークモジュ

ールを確定し、疾患の早期鑑別診断を実現する。 
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2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
1） 石塚達夫, 森田浩之, 梶田和男, 池田貴英：在宅血圧・心電図の長期データとイベント発症との関連； 

平成 27 年度；1,200 千円：イセット(株) 
2） 森田浩之, 梶田和男, 池田貴英：健常者と動脈硬化性疾患患者の動脈硬化；平成 28 年度；1,000 千

円：イセット㈱ 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
森田浩之： 
1） 日本内科学会東海支部評議員(2000 年 4 月～現在) 
2） 日本糖尿病学会学術評議員(2008 年 4 月～現在) 
3） 日本糖尿病学会専門医認定委員会委員(2009 年 4 月～現在) 
4） 日本内分泌学会代議員(1998 年 6 月～現在) 
5） 日本内分泌学会東海支部役員(2015 年 4 月 1 日～現在) 
6） 日本ステロイドホルモン学会評議員(1999 年～現在) 
7） 日本病態栄養学会評議員(2007 年 1 月～現在) 
8） 日本遠隔医療学会雑誌編集委員(2008 年～現在) 
9） 日本病院総合診療医学会評議員(2009 年 12 月～現在) 

10） 日本遠隔医療学会理事(2011 年 7 月～現在)  
11） 日本遠隔医療学会運営委員(2011 年 7 月～現在) 
12） 日本内分泌学会専門医認定部会内科試験小委員会委員(糖尿病領域)(2012 年 2 月～2016 年 1 月) 
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13） 日本老年医学会代議員(2015 年 4 月 1 日～現在) 
14） 岐阜県内科医会副会長(2015 年 4 月～2016 年 3 月) 
15） 岐阜県内科医会理事(2016 年 4 月～) 
16） 日本プライマリ・ケア連合学会代議員(2012 年 4 月 1 日～現在) 
17） 科学研究費委員会専門委員(2014 年 12 月 1 日～2016 年 11 月 30 日) 
18） 日本内科学会評議員(2015 年 4 月～現在) 
19） 岐阜県医師会代議員(2016 年 1 月～) 
20） 日本病院総合診療医学会理事(2016 年 3 月～) 
21） 日本リウマチ学会評議員(2016 年 4 月～) 
22） 日本遠隔医療学会副会長(2017 年 7 月～) 
 
梶田和男： 
1） 日本内科学会東海支部評議員(2007 年 4 月～現在) 
2） 日本内分泌学会評議員(1996 年～現在) 
3） 日本病態栄養学会評議員(2008 年 4 月～現在) 
4） 日本病院総合診療医学会評議員(2009 年 12 月～現在) 
5） 日本糖尿病学会学術評議員(2011 年 5 月 19 日～現在) 
 
池田貴英： 
1）日本リウマチ学会評議員(2016 年 4 月～) 

2）学会開催 
森田浩之： 
1） 第 227 回日本内科学会東海地方会(平成 27 年 10 月, 岐阜) 
2） 第 5 回日本プライマリ・ケア連合学会中部ブロック支部学術集会(平成 28 年 11 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
森田浩之： 
1） 日本遠隔医療学会雑誌；編集委員(～現在)  
2） 日本遠隔医療学会雑誌；編集委員長(平成 29 年 7 月～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
森田浩之： 
1） 第 65回日本泌尿器学会中部総会(平成 27年 10月, 岐阜, 岐阜大学での男女共同参画への取り組みと

課題 シンポジスト)  
2） 第４回日本難病医療ネットワーク学会学術集会(平成 28 年 11 月, 名古屋, 「難病治療法の現況と未

来」全身性エリテマトーデス シンポジスト)  
3） 第 14 回日本病院総合診療医学会学術総会(平成 29 年 3 月, 岡山, 「総合診療・総合内科・救急のこ

れからのビジョン」岐阜県での総合診療専門医の育成ビジョン シンポジスト)  
 
森 一郎： 
1） 第 10 回日本病院総合診療医学会学術総会(平成 27 年 2 月, 福岡, 総合診療における内科診断学の重

要性－日常診療における総合診療医の技－<低 Na 血症の考え方> シンポジスト) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
森田浩之： 
1） 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員(内科学一般, 心身医学含)(2014 年 12 月～2015 年 11 月) 
2） 難病医療福祉相談会, 高山(高山市民文化会館)(2017 年 9 月) 膠原病内科疾患全般の個別相談 

10．報告書 
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1） 酒巻哲夫，本多正幸，中島直樹，斎藤勇一郎，森田浩之，郡隆之，野口貴史：厚生労働科学研究費

補助金(地域医療基盤開発推進研究事業) 遠隔診療の有効性・安全性の定量的評価に関する研究(H27
－医療－指定－：平成 27 年度総括研究報告書,(平成 28 年 3 月) 

2） 酒巻哲夫，本多正幸，中島直樹，斎藤勇一郎，森田浩之，郡隆之，野口貴史：厚生労働科学研究費

補助金(地域医療基盤開発推進研究事業) 遠隔診療の有効性・安全性の定量的評価に関する研究(H27
－医療－指定－：平成 28 年度総括研究報告書, (平成 29 年 3 月) 

 
11．報道 

1） 森田浩之：男女共同参画推進客員・新室員ご紹介：かもみーる通信 58(2015 年 4 月) 
2） 梶田和男：先輩からの祝辞(写真掲載)：岐阜大学医学部記念会館だより 107, 35(2015 年 5 月 1 日) 
3） 森田浩之：近況近影：Astellas Square 11(3)通巻 62 号, 28(2015 年 6-7 月) 
4） 森田浩之：発熱疾患の診断 ～膠原病も含めて～：岐阜県保険医新聞 449, 5(2015 年 7 月 10 日) 
5） 森田浩之：第 353 回学術懇談会記録 知っておきたい発熱疾患－細菌感染症から自己炎症疾患まで

－：蒲郡医報, 413, 5(2015 年 10 月) 
6） 森田浩之：教育記念講演「脂肪細胞分化・増殖に関する研究」：岐阜大学医学部記念会館だより, 110, 

3(2016 年 5 月 1 日) 

12．自己評価 
評価 

2017 年 3 月で総合診療部開設 18 年となり, 総合病態内科学分野となってからでも 14 年となる。医局

員も少しずつ増え，総合内科として特色のある基礎研究 (脂肪細胞関連)，臨床研究 (不明熱，糖尿病，

膠原病関連) などを行っている。国際学会，国内学会で多数発表し，大学院生の学位論文もほぼ毎年だ

している。少しずつであるが、科研費などの外部資金も獲得することができている。 
 

現状の問題点及びその対応策 
 医局員は少しずつ増えているものの，研究立案, 研究費申請, データ収集・解析, 論文記載など, 研究

に費やす時間がかなり不足しているのが現状である。医局員を増やすために，学生, 研修医の教育指導

に力を注いでいる。学生には実践的な病棟外来実習, 在宅診療所実習を行っている。研修医には総合臨

床教育研修として月1回総合診療部外来で初診患者の診療, 病棟実習, 論文抄読会参加を通じて, 総合内

科の魅力を伝えていきたいと考えている。 
 

今後の展望 
総合内科・総合診療部では, 高い診断能力を持ち, 一人の患者の複数の疾患に同時に対応ができるスキ

ルを持った総合内科医・総合診療医の養成に全力を尽くし, 岐阜県の社会的ニーズに答えていきたい。

また, 遠隔医療を通じてより細やかな診療体制の構築と, 他の医療機関や企業との連携によって住民の

健康増進による疾病予防にも努めていきたい。また, 新専門医制度による新しい専門医として総合診療

専門医ができるため, 総合診療に興味をもつ医師が増え, 医局員の増員が期待できる。当科でも総合診療

専門医プログラムを開始し, 専門医育成に努めていく。 
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（3）臨床薬剤学分野 

1．研究の概要 
臨床薬剤学分野における研究項目は, 1) 医薬品等の定量法の確立に関する研究, 2) 薬物体内動態の解

析に基づく医薬品適正使用推進に関する研究, 3) 医薬品の新規剤型の開発とその臨床応用に関する研究, 
4) 医療情報システムを活用した医療安全確保に関する研究, 5) 医薬品による副作用の発現機序解明と副

作用予防もしくは治療対策に関する研究, 6) 既存の医薬品から新規の作用を発見し, 医薬品開発に繋げ

る drug re-profiling 研究などである。医薬品等の定量に関する研究では, 高速液体クロマトグラフィー 
(HPLC) と蛍光検出器, 電気化学検出器, 紫外吸光光度計, エレクトロスプレー・タンデムマススペクト

ロメトリーやガスクロマトグラフィーなどの測定機器を駆使することにより, アセトアミノフェンやベ

ンゾジアゼピンなどの中毒患者での定性ならびに血中濃度測定のみならず, 分子標的治療薬の定量に基

づく投与設計の確立のための研究に活用している。また, 薬物体内動態の解析に基づく医薬品適正使用推

進に関する研究では, 抗 MRSA 薬のバンコマイシンやテイコプラニンの初期投与設計に関する研究, 救
急領域における重症患者での腎機能の指標としてシスタチン C を用いた糸球体ろ過量の推測式から抗菌

薬の TDM (投与量や投与法の決定) の確立などの研究を行っている。新規剤型の開発に関する研究では,
制吐剤のデキサメタゾンの高用量を含む超薄型口腔内速溶解フィルム製剤を開発し, これをがん化学療

法時における悪心・嘔吐予防薬として適用するための臨床研究を進めている。さらに，胃潰瘍治療薬のポ

ラプレジンク細粒が放射線や抗がん剤による口内炎に対して予防効果を発揮することを見い出し，現在は

ポラプレジンク含有トローチを作製し，造血幹細胞移植前に conditioning として高用量抗がん剤が投与

される患者および放射線化学療法が行われる頭頸部がん患者を対象として，トローチ剤の口内炎予防効果

の評価に関する臨床研究を行っている。 
一方，医療情報システムを活用した医療安全確保に関する研究では, コンピュータを内蔵した抗がん剤

注射薬の混合調製のための安全キャビネットを世界で初めて開発し, 抗がん剤の取り間違いや投与量間

違いによる医療過誤の防止に役立てている。また, 医薬品による副作用の対策に関する研究では, 抗がん

剤による悪心や嘔吐, 末梢神経障害, 皮膚障害, 腎障害, などの予防に有効な薬剤の探索と評価を行って

いる。また，入院患者において副作用の程度あるいは副作用項目の保有数に依存して入院期間が延長する

ことを明らかにするとともに，有効な副作用対策が入院期間の短縮に繋がることを見い出し，報告してい

る。このことは，現在問題となっている多剤処方（ポリファーマシー）による副作用発現や入院期間の長

期化とも関連しており，より具体的かつ効率的なポリファーマシーへの対策の実施に繋がるものと考えて

いる。 

2．名簿 
教授： 
講師： 

伊藤善規 
鈴木昭夫 

Yoshinori Itoh 
Akio Suzuki 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 安田浩二, 伊藤善規. 実習に行く前の覚える医薬品集－服薬指導に役立つ－2015 年版, 廣川書店. 
2） 鈴木昭夫, 丹羽隆, 伊藤善規. 世界の薬価・医療制度 早引き書～2015年度刷新版, (株)技術情報協会；2015

年.195－200. 
3） 飯原大稔, 鈴木昭夫, 伊藤善規. エビデンスに基づくがん化学療法制吐対策：国際ガイドラインとの比較を

交えた岐阜大学病院の取り組み. 伊藤善規編集. 医薬ジャーナル社；2015 年. 
4） 飯原大稔.「がん化学療法を安全に行うために：制吐療法」：青山剛, 東加奈子, 川上和宣, 宮田広樹編, が

ん化学療法レジメン管理マニュアル(第 2 版)：医学書院；2016 年. 12－25. 
5） 飯原大稔, 石原正志, 藤井宏典. 南博信, 平井みどり(監修)がん薬物療法マネジメントブック, じほう；

2016 年.43－45(胃癌), 166－176(悪心･嘔吐), 201－205(皮膚障害), 220－225(骨髄抑制), 247－255(薬剤性

肺障害), 300－303(消化管案孔), 349－357(貧血) 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 石原正志, 飯原大稔. 特集 Evidence Update 2016 最新の薬物治療のエビデンスを付加的に利用する「エキ

スパートが注目する最新エビデンスをアップデート！：大腸癌治療薬」, 薬局 2016 年；67 巻：142－147.  
2） 藤井宏典, 飯原大稔. 臨床の疑問に答える がん薬物療法アップデート「薬物療法のスタンダードとマネジ

メント：肺癌＜薬剤師の腕の見せ所＞」, 月刊薬事臨時増刊号 2016 年；58 巻：223－233.  
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3） 安田浩二, 伊藤善規(分担執筆). 治療における最近の新薬の位置付け〈薬効別〉～抗アレルギー薬～, 医薬

ジャーナル増刊号＜新薬展望 2015＞ 2015 年；51 巻(S-1)：442－450.  
4） 村上啓雄, 渡邉珠代, 深尾亜由美, 土屋麻由美, 丹羽 隆, 太田浩敏, 中山麻美, 河合直樹. 特集 感染制

御と連携－検査部門はどのようにかかわっていくべきか. 地域における連携の実際, 臨床検査 2015 年；

59 巻：348－355.  
5） 伊藤善規. 抗アレルギー薬ペミロラストがパクリタキセル過敏症予防薬として実用化されるまで. 特集：婦

人科悪性腫瘍治療に対するドラッグリポジショニングの幕開け－既存薬に秘められた新たな可能性－, 産
科と婦人科 2015 年；10 巻：1093－1098.  

6） 飯原大稔, 高橋孝夫. 薬と検査 2015「大腸癌」, 薬局 2015 年；66 巻：1007－1032.  
7） 藤井宏典, 飯原大稔, 高橋孝夫. がん治療への薬学的介入と症例サマリ. 分子標的抗がん薬を併用した大腸

がん化学療法への薬学的介入, 薬局 2015 年；66 巻：2565－2572. 
8） 伊藤善規. がん治療における口内炎の対策, 日本医薬品安全性学会会誌 2016 年；2 巻：81－101． 
9） 石原正志, 飯原大稔. 特集 Evidence Update 2016 最新の薬物治療のエビデンスを付加的に利用する「エキ

スパートが注目する最新エビデンスをアップデート！：大腸癌治療薬」, 薬局 2016 年；67 巻：142－147． 
10） 藤井宏典, 飯原大稔. 臨床の疑問に答える がん薬物療法アップデート「薬物療法のスタンダードとマネジ

メント：肺癌＜薬剤師の腕の見せ所＞」, 月刊薬事臨時増刊号 2016 年；58 巻：223－233． 
11） 小林亮, 鈴木昭夫, 伊藤善規. 耳鼻科病棟における病棟薬剤業務の取り組みと評価. 医薬ジャーナル 

2016 年；52 巻：1134－1139． 
12） 高橋孝夫, 松橋延壽, 飯原大稔, 伊藤善規, 吉田和弘. 有害事象のグレード評価；CTCAE. 消化器外科 

2016 年；39 巻：285－294. 
13） 鈴木景子, 丹羽隆. インフルエンザ曝露後予防投薬(post-exposure prophylaxis)の考え方. インフェクショ

ンコントロール 2016 年；25 巻：69－70. 
14） 丹羽隆, 村上啓雄, 伊藤善規. アウトブレイク発生!? 何の消毒薬をどう使う?! メチシリン耐性黄色ブドウ

球菌. 薬局 2016 年；67 巻：248－250． 
15） 原田紗希, 西田承平, 小林亮, 鈴木昭夫, 伊藤善規. インスリンスライディングスケールに関連したメディ

ケーションエラーとその改善への取り組み. 医薬ジャーナル 2017 年；53 巻：687－692. 
16） 飯原大稔, 吉見千明. メイン特集・2017 年版がん患者指導にそのまま使える最新の注目薬 51「がん化学療
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：伊藤善規；科学研究補助金基盤研究(C) (課題番号：25460208)：がん化学療法における

口内炎の予防薬としてのポラプレジンク製剤の開発に関する研究；平成 25－27 年度；4,680 千円

(2,730：1,170：780 千円) 
2） 研究代表者：石原正志；科学研究費奨励研究(平成 26 年度：26929004)：抗がん剤による悪心・食欲

不振に対する抗精神病薬の有効性に関する研究；500 千円 
3） 研究代表者：飯原大稔；科学研究費奨励研究(平成 26 年度：26929001)：化学放射線療法による食道

炎に対するポラプレジンクの予防効果に関する研究；500 千円 
4） 研究代表者：丹羽 隆；科学研究費奨励研究(平成 26 年度：26929022)：感染対策チームによる抗

MRSA 薬の使用に対する介入効果の検討；500 千円 
5） 研究代表者：山田摩耶：科学研究費奨励研究(平成 27 年度：15H00531)： EGFR 阻害剤の皮膚障害

に対するミノサイクリン予防投与の有用性評価に関する研究；400 千円 
6） 研究代表者：飯原大稔：科学研究費奨励研究(平成 28 年度：16H00508)：治療成績および治療中の

QOL 向上を目指したアファチニブの PK-PD 解析；520 千円 
7） 研究代表者：下田浩欣：科学研究費奨励研究(平成 28 年度：16H00541)：抗がん剤連日投与レジメ

ンにおける適正なアプレピタント追加服用の医療経済学的評価；540 千円 
8） 研究代表者：藤井宏典：科学研究費奨励研究(平成 28 年度：16H00547)：オキサリプラチンの末梢

神経障害に対するプレガバリンの有効性と安全性に関する研究；540 千円 
9） 研究代表者：吉見千明：科学研究費奨励研究(平成 28 年度：16H00552)：薬剤師による外来化学療

法施行患者に対する診察前面談の有用性の評価；540 千円 
10） 研究代表者：石原正志：科学研究費奨励研究(平成 28 年度：16H00568)：制酸剤が酸化マグネシウ

ムによるオピオイドの便秘予防効果に及ぼす影響；490 千円 
11） 研究代表者：鈴木昭夫；科学研究補助金基盤研究(C) (課題番号：17K08440)：がん治療における口

内炎に対する新規開発ポラプレジン；平成 29－31 年度；3,770 千円(平成 29 年度分；1,820 千円/3,770
千円) 

12） 研究代表者：小林 亮；科学研究補助金基盤研究(C) (課題番号：17K08441)：オランザピンの抗が

ん剤誘発性悪心・嘔吐に対する臨床的有効性とその作用機序の解明；平成 29－31 年度；4,030 千円

(平成 29 年度分；1,820 千円/4,030 千円) 
13） 鈴木景子：科学研究費奨励研究(平成 29 年度：17H00489)：救命集中治療領域におけるβ-ラクタム

系抗菌薬の薬物血中濃度モニタリング 500 千円 
14） 名和美奈子：科学研究費奨励研究(平成 29 年度：17H00502)：乳がん化学療法における標準性と対

策に対するオランザピン併用の有効性に関する検討 530 千円 
15） 西田承平：科学研究費奨励研究(平成 29 年度：17H00529)：有害事象の減少を目的としたポリファ

ーマシー対策の確立とその有用性の評価 440 千円 
16） 吉見千明：科学研究費奨励研究(平成 29 年度：17H00536)：頭頸部癌患者の放射線治療における QOL

評価に関する検討 530 千円 
17） 石原正志：科学研究費奨励研究(平成 29 年度：17H00543)：薬剤性便秘に対する緩下剤の投与方法

の確立に関する研究 500 千円 
18） 小森善文：科学研究費奨励研究(平成 29 年度：17H00564)：リアルタイムに診療情報を反映する新

規調剤監査支援システムの開発 530 千円 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
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伊藤善規： 
1） 日本医薬品安全性学会理事(～平成 29 年) 
 
鈴木昭夫： 
1） 日本医薬品安全性学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
1） 第 2 回 日本医薬品安全性学会学術大会(平成 28 年 7, 長良川国際会議場・岐阜都ホテル, 岐阜) 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
伊藤善規： 
1） 第 4 回 Active Pharmacist Seminar in Hyogo(平成 27 年 1 月, 神戸,特別講演「病棟薬剤業務のアウ

トカム」演者) 
2） 日本臨床腫瘍学会 2015(平成 27 年 3 月, 京都, 特別講演「がん化学療法に薬剤師はいかに関わるか?

～外来および入院がん患者への関わり～」演者) 
3） 第 37 回 日本病院薬剤師会近畿学術大会(平成 28 年 1 月, 神戸, 教育講演「外来化学療法における

全患者面談と副作用対策の臨床的意義」演者) 
4） 医療薬学フォーラム 2016／第 24 回クリニカルファーマシーシンポジウム(2016 年 6 月, 大津, 基調

講演「支持療法研究の基礎から臨床開発へ」演者) 
5） 第 2 回日本医薬品安全性学会学術大会(2016 年 7 月, 岐阜, 会長講演「医薬品の適正使用・安全性評

価の観点から」演者) 
6） 第 2 回日本医薬品安全性学会学術大会(2016 年 7 月, 岐阜, 教育講演「スタチンによる肝障害・筋障

害の基礎から臨床」演者) 
7） 日本病院薬剤師会東海ブロック・日本薬学会東海支部合同学術大会 2016．(2016 年 10 月, 岐阜, ラ

ンチョンセミナー講演「がん治療における副作用対策の臨床的意義」演者) 
8） 第 44 回香川県臨床薬剤師研修会(2017 年 7 月, 高松, 特別講演「岐阜大学医学部附属病院における

医療安全への取り組み」演者) 
 
鈴木昭夫： 
1） 第 2 回 日本医薬品安全性学会学術大会(平成 28 年 7 月, 岐阜, シンポジウム「医薬品適正使用推進

によるアウトカム評価を考える 座長) 
2） 医療薬学フォーラム 2015/第 23 回クリニカルファーマシーシンポジウム(平成 27 年 7 月, 名古屋,シ

ンポジウム「日常薬剤業務において得られたクリニカルエビデンス～エビデンス構築のための提言

～, 病棟薬剤業務における有害事象への取り組みが入院期間と医療経済へ及ぼす影響」演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
鈴木昭夫： 
1）岐阜県病院薬剤師会理事(～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
1） 「病棟薬剤業務実施ワークシートを用いた病棟業務の評価」, 大塚製薬工場医療情報誌「Pallette」

4 月号掲載」(2015 年 1 月 7 日) 
2） 「薬剤師の有用性を数値で明確化」, 薬事日報(第 11558 号臨時増刊号, pp.11－14, 2015 年 4 月 6 日), 

薬事日報社 

－307－



 

3） 「“薬剤師の効果”をデータで示す-病棟薬剤師アウトカムのススメ(1)」, CBnews マネジメント

(http://www.cabrain.net/management/article/newsId/45782.html), キャリアブレイン (2015 年).  
4） 「“薬剤師の効果”をデータで示す-病棟薬剤師アウトカムのススメ(2)」, CBnews マネジメント

(http://www.cabrain.net/management/article/newsId/45890.html), キャリアブレイン (2015 年).   
5） 「“薬剤師の効果”をデータで示す-病棟薬剤師アウトカムのススメ(3)」, CBnews マネジメント

(http://www.cabrain.net/management/article/newsId/45963.html), キャリアブレイン (2015 年).   
6） 鈴木昭夫. 座談会：室井延之, 鈴木昭夫, 佐多照正, 廣田有紀：「薬剤師による臨床業務のエビデンス

構築」：Pharma Scope. 23, 田辺三菱(2016 年 3 月) 
7） 飯原大稔：アファニチブで PK/PD 解析：薬事日報(2016 年 9 月 26 日)第 11776 号．薬事日報社 

12．自己評価 
評価 

研究については，医療の質向上，安全性向上への薬剤業務の貢献の評価に関するテーマ，薬物動態解

析に関するテーマ，副作用の発現機序解明に関するテーマを中心として，病院診療科および岐阜薬科大

学との共同研究の件数および実績が最近では大きく増加しており，英文原著論文報告数は平成 28 年は

18 編，29 年は 16 編であった。さらに，競争的研究資金の確保については，技術職員の奨励研究につい

てはこれまでは毎年 3～4 件獲得できていたが，平成 28 年度は 5 件，29 年度は過去最多の 6 件であり，

基盤研究（C）を薬剤部員が獲得したことは本学においては前代未聞であり，これまでの取り組みの成

果が現れたと評価する。 
 

現状の問題点及びその対応策 
平成 28 年 2 月から講師が採用され，教員不足はやや解消され，研究ならびに教育の充実が図られた。

現在，薬剤師 5 名を医学部非常勤講師兼任とし，医学生教育にも取り組んでいる。 
 
今後の展望 

研究面では診療科および岐阜薬科大学との共同研究をさらに推進する計画であり，さらなる業績向上

に繋げる予定である。また，医学生教育にも注力する計画である。 
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（4）医療経済学分野 

1．研究の概要 
行動科学及び経済学等社会科学の手法に基づく医療評価研究や患者行動，医師・患者関係に関する研究

を行っている。 
1）患者の行動医学研究 

がん患者の治療や薬剤に対する患者の意思決定やそれに及ぼす要因の分析を行っている。 
2）医療における生産性及び効率性に関する研究 

医療における生産性指標及び効率性指標の算出を行い，その影響要因を明らかにするとともに，医療の

パフォーマンス指標への応用を研究している。特に，急性期病院に求められる在院日数の短縮化と医療に

おける質を反映できるパフォーマンス指標の開発を目標としている。 
3）HPV ワクチン，遺伝子診断の需要分析研究 

HPV ワクチン，各種遺伝子診断について，その需要に影響する要因について研究している。 

2．名簿 
教授： 永田知里 Chisato Nagata 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
なし 
 

原著（欧文） 
1） Matsumoto K, Maeda H, Oki A, Takatsuka N, Yasugi T, Furuta R, Hirata R, Mitsuhashi A, Kawana K, 

Fujii T, Iwata T, Hirai Y, Yokoyama M, Yaegashi N, Watanabe Y, Nagai Y, Yoshikawa H. Japan HPV 
and Cervical Cancer (JHACC) Study Group. Human leukocyte antigen class II DRB1*1302 allele 
protects against cervical cancer: At which step of multistage carcinogenesis? Cancer Sci. 
2015;106:1448-1454. CS 3.76 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
なし 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
永田知里： 

－309－



 

疫学・予防医学分野参照 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
なし 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
高塚直能： 
1） 岐阜県後期高齢者医療広域連合運営懇話会委員(～現在) 

10．報告書                                                   

なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

論文数が少ない。 
 

現状の問題点及びその対応策 
論文化を迅速に進める。共同研究の形も模索する。 
 

今後の展望 
小規模であるが応用性の高い研究や方法論に関わる研究などを行い，独自色ある成果を求めていく。

薬剤疫学の分野も包括する。 
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（5）救急・災害医学分野 

1．研究の概要 
外的侵襲制御について基礎研究, 臨床研究を通じて, 国際的に通用する自立した研究者を育成することを

目的とする。具体的なテーマとしては, 外傷, ショック, (含む敗血症), 高気圧酸素治療, 救急搬送, 救急医

療情報などについての臨床専門分野における診断, 治療に関するものや, 救急医学領域における外傷, 敗
血症などの外的侵襲のモデルを作成して基礎的な知見を得る。 

2．名簿（職名・年次順） 
教授： 
准教授： 
講師： 
講師： 
講師： 
講師： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 

小倉真治 
牛越博昭 
吉田省造 
熊田恵介 
岡田英志 
土井智章 
中野通代 
吉田隆浩 
副田明男 
長屋聡一郎 
名知祥 
神田倫秀 
川口智則 
山田法顕 
三宅喬人 
鈴木浩大 
八十川雄図 
橋本孝治 
東賢志 
水谷喜雄 
館正仁 
岡本遥 
吉山直政 
成瀬元気 
磯野千秋 
山路文範 
大岩秀明 
佐橋勇紀 
柿野圭紀 

Shinji Ogura 
Hiroaki Ushikoshi 
Shozo Yoshida 
Keisuke Kumada  
Hideshi Okada 
Tomoaki Doi 
Michiyo Nakano 
Takahiro Yoshida 
Akio Soeda 
Souichiro Nagaya 
Sho Nachi 
Norihide Kanda 
Tomonori Kawaguchi
Noriaki Yamada 
Takahito Miyake 
Kodai Suzuki 
Yuto Yasokawa 
Kouji Hashimoto 
Kensi Higashi 
Yoshio Mizutani 
Masahito Tachi 
Haruka Okamoto 
Naomasa Yoshiyama 
Genki Naruse 
Chiaki Isono 
Fuminori Yamaji 
Hideaki Oiwa 
Yuki Sahashi 
Yoshinori Kakino  

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 吉田省造. 病態別ガイドライン 人口呼吸器関連肺炎予防, 東京：株式会社じほう；2015 年：国公立大学

附属病院感染対策協議会 病院感染対策ガイドライン(医科)改訂版第 2 版：122－140. 
2） 吉田隆浩, 小倉真治. 救急疾患アトラス-耕運機による胸部外傷, エマージェンシー・ケア, 大阪府：メディ

カ出版；2015 年；Vol.28, No.2：66－68. 
3） 吉田隆浩, 小倉真治. 救急疾患アトラス-転落外傷に伴う心膜損傷, エマージェンシー・ケア, 大阪府：メデ

ィカ出版；2015 年；Vol.28, No.4：50－52. 
4） 吉田隆浩, 牛越博昭, 小倉真治, 名知祥, 加藤久晶, 鈴木浩大, 中野志保, 山田法顕. 大学生の健康ナビ-第

2 救急時の対応, 岐阜市：岐阜新聞社；2015 年：43－53. 
5） 牛越博昭. 血液検査の使い方、読み方 2)トロポニンＴなどの心筋逸脱酸素およびそのほかの評価すべき

検査：心不全のすべて, 東京都：診断と治療社；2015 年：91－94. 
6） 豊田泉. クモ膜下出血, 日本神経救急学会雑誌, 東京都：へるす出版；2015 年；Vol27, No.2：26－29. 
7） 吉田隆浩, 小倉真治. 救急疾患アトラス-脾損傷, エマージェンシー・ケア, 大阪府：メディカ出版；2015

年；Vol.28, No.8：58－60. 
8） 牛越博昭. 内科救急診療指針 2016－二次救命処置(Advanced Life Support:ALS)第一版, 東京：株式会社総
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合医学社；2016 年：15－17. 
9） 岡田英志. 在宅診療-医食健康講座-身体の乾燥注意報, 第 1 巻, 第 2 号, 東京都：へるす出版；2016 年：187. 

10） 岡田英志. 在宅診療-医食健康講座-泣けない大人のストレス解消法, 第 1 巻,第 3 号, 東京都：へるす出版；

2016 年：288. 
11） 岡田英志. 在宅診療-医食健康講座-便秘な世の中, 第 1 巻,第 4 号,東京都：へるす出版;2016 年：379. 
12） 岡田英志. 在宅診療-医食健康講座-よい子のねん寝は腹八分,第 1 巻,第 5 号, 東京都：へるす出版；2016 年：

473. 
13） 吉田省造, 齋藤正樹. 攻略 2016 呼吸療法認定士 試験対策 たしかめドリル. 第 8 版, 東京：日総研出

版；2016 年. 
14） 岡田英志. 在宅診療-医食健康講座-梅雨前線、麦茶はいかが？ 第 1 巻, 第 6 号, 東京都：へるす出版；2016

年：571. 
15） 岡田英志. 在宅診療-医食健康講座-季節を食べよう！ 第 1 巻, 第 7 号, 東京都：へるす出版；2016 年：663. 
16） 牛越博昭, 小倉真治, 名知祥, 加藤久晶, 鈴木浩大, 中野志保, 山田法顕, 吉田隆浩. 2016 年大学生の健康

ナビ-救急時の対応, 岐阜市：岐阜新聞社：43－53. 
17） 小倉真治. 救急用語辞典 改訂第 2 版, 東京都：ぱーそん書房；2016 年：執筆者リストに掲載. 
18） 小倉真治. 今日の治療指針－航空機内の緊急事態－, 2017 年版 Volume59, 東京都：医学書院；2017 年：

17. 
19） 牛越博昭. 内科－第 2 章 胸部の症状, Vol.119 No4, 東京都：南江堂；2017 年：661－664. 
20） 淺野哲二, 吉田隆浩, 名知祥, 坪井重樹. Prehospital Care プレホスピタル・ケア 通信指令員への教育ス

タート！in 岐阜県消防学校 第 30 巻第 4 号(通巻 140 号), 東京都：東京法令出版；2017 年：12－16. 
21） 熊田恵介. 救急医学－救急医 リレートーク四方山話－その先にみえてくるもの－, 第 41 巻 8 号, 東京都：

へるす出版；2017 年：971. 
22） 熊田恵介. 特集ジェネラリストのための漢方薬－急性期医療で役立つ使い方－ 第3次救急で活用される漢

方薬, 漢方と診療－Kampo Practice Journal－Vol.8 No.2(通巻 30 号), 千葉：東洋学術出版社；2017 年：

12－13. 
23） 小倉真治. 月刊新医療－総論－今、救急医療に求められるものは何か 救急医療の全体最適化について 

第 44 巻第 11 号(通巻 515 号), 東京都：エム・イー振興協会；2017 年：24－27. 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 熊田恵介, 村上啓雄, 豊田泉, 小倉真治, 福田充宏. 高度救命救急センターにおけるインシデント報告の現

状と気管切開事例に関わる安全管理対策の効果, 日救急医会誌 2016 年；27 巻：8－14. 
2） 安田立, 吉田省造, 小倉真治. 我々の敗血症性 DIC 治療戦略, Coagulation & Inflammation 2016；2 巻, 1

号：29－35. 
3） 山路文範, 加藤久晶, 安田立, 北川雄一郎, 鈴木浩大, 中野志保, 中野通代, 吉田省造, 吉田隆浩, 豊田泉,

小倉真治. 子宮内反症に伴う活動性出血を大動脈閉鎖バルーンカテーテルでコントロールした１例, 周産

期医学 2016 年；Vol46, No.6：815－817. 
4） 豊田泉, 山田法顕, 小倉真治, 岩間亨, 山田実貴人, 山川弘保, 加藤雅康, 林克彦, 八十川雄図. 岐阜県にお

ける脳卒中 MC 体制の充実と問題点, 日本神経救急学会雑誌 2016 年；Vol.28, No.3：40－43. 
5） 中野志保, 加藤久晶, 北川雄一郎, 吉田隆浩, 熊田恵介, 白井邦博, 豊田泉, 小倉真治. 当院における大量

出血に対する緊急異型適合血輸血の使用経験, ICU と CCU 2016 年；Vol40, No.6：435－439. 
6） 豊田泉, 小倉真治. 頭部外傷における栄養療法は、早期から開始すべきか？, 救急・集中治療 2016 年；

Vol.28 no.11・12：873－876. 
7） 林賢二, 吉田省造, 杉原博子, 山田法顕, 土井智章, 名知祥, 牛越博昭, 小倉真治. アルゴリズム表を用い

た人工呼吸器アラーム対応シュミレーション教育, 人工呼吸, Jpn J Respir Care 2016 年；33：191－195. 
8） 松本淳, 村田一知朗, 宮崎渚, 西脇亜由子, 名和隆英, 牛越博昭, 湊口信也. 小児の過敏性腸症候群に対し

て鍼灸治療が有用であった 1 症例, 日東医誌 Kampo Med 2016 年；67 巻, 2 号：144－149. 
9） 熊田恵介, 村上啓雄, 吉田実, 豊田泉, 小倉真治, 福田充宏. 温泉地域における入浴関連救急搬送事例の検

討, 日本臨床救急医学会雑誌別冊 2017 年；Vol 20 No.1：18－22. 
10） 名知祥, 名知ひかる, 林賢二, 山田常昌, 山路文範, 熊田恵介, 吉田隆浩, 牛越博昭, 豊田泉, 小倉真治. 郊

外型市民マラソン大会への地域救急医療の関わり, 日本臨床救急医学会雑誌別冊 2017 年；Vol20 No.4： 
602－607. 

11） 鈴木浩大, 小倉真治. 敗血症性 DIC とトロンボモジュリン, 腎臓内科・泌尿器科第 6 巻, 第 4 号, 東京都：

2017 年：322－326. 
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旭化成ファーマ株式会社 
6） 小倉真治：メチレンブルー静注 50mg「第一三共」使用成績調査；平成 28 年度－32 年度；43 千円：

第一三共株式会社 
7） 小倉真治：アコアラン静注用 600 使用成績調査【DIC を対象とした調査】；平成 28 年度－33 年度；

64 千円：日本血液製剤機構 
8） 小倉真治：トロンボモジュリアルファと微小循環障害-敗血症性心筋障害における考察-；平成 28 年

度－29 年；2,500 千円：旭化成ファーマ株式会社 
9） 小倉真治：持続的血液浄化療法が必要な急性腎障害患者を対象とした FCU-08 のランダム化比較試

験；平成 28 年－29 年；1,522 千円：扶桑薬品工業株式会社 
10） 岡田英志：心筋細胞特異的ホーミングペプチドを用いた新規心不全治療の開発；平成 27 年－28 年

度武田科学振興財団 医学系研究助成；2,000 千円 
11） 小倉真治：ＡＴⅢと微小循環障害－敗血症性心筋障害における考察－平成 28－29 年度；6,000 千円：

一般社団法人日本血液製剤機構 
12） 小倉真治：(複；期間延長による変更契約)トロンボモジュリアルファと微小循環障害－敗血症性心筋

障害における考察－平成 28－30 年度；3,000 千円：旭化成ファーマ株式会社 
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3）共同研究 
1） 小倉真治：G-1 の関節症性乾癬患者を対象とした多施設共同試験；平成 26 年－29 年；64 千円：株

式会社ＪＩＭＲＯ 
 

5．発明・特許出願状況 
1） 小倉真治, 宮嶋謙二, 奥村教全：心臓マッサージ訓練用器具(発明)；平成 24 年(特許第 5955689 号, 特

許権者；アテナ工業㈱, 登録日平成 28 年 6 月) 

6．学会活動 
1）学会役員 
小倉真治： 
1） 日本救急医学会 ICLS コース企画運営委員会委員長・評議員・指導医・専門医制度委員会・教育研

修統括委員会・財務検討特別委員会・企画運営委員会(～現在) 
2） 日本集中治療医学会評議員・危機管理委員会(～現在) 
3） 日本 Shock 学会理事・評議員(～現在) 
4） 日本航空医療学会評議員(～現在) 
5） 日本外傷学会評議員・将来計画委員会委員 (～現在) 
6） 日本救急医学会中部地方会理事(～現在) 
7） 日本臨床救急医学会評議員・編集委員会委員・会則検討委員(～現在) 
8） 日本集団災害医学会評議員(～現在) 
9） 日本組織移植学会評議員(～現在) 

10） 日本集中治療医学会東海北陸地方会評議員(～現在) 
11） 日本病院前救急診療医学会評議員(～現在) 
 
 
牛越博昭： 
1） 日本内科学会東海地方会評議員(～現在) 
2） 日本循環器学会東海地方会評議員(～現在) 
3） 日本内科学会認定総合内科専門医・認定医病歴評価委員(～現在) 
4） 日本内科学会認定内科救急コース(JMECC)認定審査委員(～現在) 
5） 日本プライマリ・ケア連合学会中部ブロック代議員(～2017.12.31) 
6） 日本救急医学会 ICLS コース企画運営委員会委員(2017.1.1～現在) 
 
吉田省造： 
1） 日本集中治療医学会評議員(2016/2/15～現在) 
2） 日本集中治療医学会東海北陸支部連絡協議会委員(2017/1/1～現在) 
3） 日本中毒学会西日本地方会幹事(2016/2/6～現在) 
4） 日本救急医学会関東地方会幹事(～現在) 
 
岡田英志： 
1） 心筋生検研究会幹事(～現在） 
2） 医学生物学電子顕微鏡技術学会評議員(～現在） 
 
中野通代： 
1） 日本集中治療医学会東海北陸支部連絡協議会委員(～現在) 
 
吉田隆浩： 
1） 日本救急医学会中部地方会幹事(～現在) 
 
長屋聡一郎： 
1） 日本救急医学会・小児救急特別委員会委員(2015.1.1～2016.12.31)  
 

－317－



 

名知祥： 
1） 日本救急医学会・院外心停止例救命のための効果的救急医療体制・治療ストラテジの構築に関する

学会主導研究推進特別委員会委員(～現在) 
2） 日本蘇生協議会・JRC 蘇生ガイドライン 2015ALS 作業部会委員・ELT 作業部会委員(～2015) 
3） 日本救急医学会・ICLS 企画運営委員会委員(～2016.12.31) 
4） 日本臨床救急医学会・学校へのＢＬＳ教育導入検討委員会委員(～2017.9.30) 

同委員会委員長(2017.10.1～2019.9.30) 
5） 日本臨床救急医学会評議員(2017.4.1～2021.3.31) 
6） 日本臨床救急医学会第 21 回日本臨床救急医学会総会、学術集会実行委員会委員(2017.6.1～

2018.6.30) 
7） 日本臨床救急医学会バイスタンダーサポート検討特別委員会委員(2017.10.1～2019.9.30) 
 
 

2）学会開催 
1） 第 32 回日本 Shock 学会総会(平成 29 年 9 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
小倉真治： 
1） 日本臨床救急医学会；編集委員会委員(～現在) 
 
牛越博昭： 
1） International Journal of Cardiology: Reviewer(～現在) 
2） Journal of Cardiology: Reviewer(～現在) 
3） Clinical and Experimental Pharmacology and Physiology: Reviewer(～現在) 
 
名知祥： 
1） 改訂 5 版 救急蘇生法の指針 2015(医療従事者用)編集委員会委員(～2015) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
小倉真治： 
1） 第 29 回東北救急医学会総会・学術集会(平成 27 年 5 月, 福島, 特別講演「救急医療の全体最適化 -

近未来の救急医療をＩＣＴが救う-」演者) 
2） 第 18 回日本臨床救急医学会総会・学術集会(平成 27 年 6 月, 富山, パネルディスカッション「病院

前医療体制におけるＩＣＴ活用はどこまで進んだか」座長) 
3） 第 34 回福岡救急医学会(平成 27 年 9 月, 福岡, 特別講演「救急医療の全体最適化」演者) 
4） 第 22 回日本集団災害医学会総会・学術集会(平成 29 年 2 月, 愛知, 要望演題「熊本地震の亜急性期、

復興期対応 2」座長, ランチョンセミナー「東日本大震災の被災地域医療機関における防ぎえた災害

死に関する調査：宮城県医療機関後ろ向き調査結果」座長) 
5） 第 45 回日本救急医学会総会(平成 29 年 10 月, 大阪, 教育講演「救急医療に ICT を活かせ！次世代

の挑戦(次世代 ICT 活用事業)」演者) 
 
岡田英志： 
1） 第 10 回日本血栓止血学会学術標準化委員会シンポジウム(平成 28 年 2 月, 東京,「超微形態で見る血

管内皮障害～遺伝子組換えトロンボモジュリンの抗炎症作用～」シンポジスト) 
 
豊田泉： 
1） 第 44 回日本救急医学会(平成 28 年 11 月, 東京, パネルディスカッション 2 関連セッション 3 「終

の棲家と高齢者救急 在宅医と救急施設の円滑な連携を目指して」座長) 
 
名知祥： 
1） 第 20 回日本救急医学会中部地方会総会・学術集会(平成 29 年 11 月, 岐阜, 教育講演「ガイドライン

2015 と ICLS コースガイドブック改定のポイント」演者) 
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8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
小倉真治： 
1） 災害時の診療録のあり方に関する合同委員会(～現在) 
2） 岐阜県国民保護協議会委員(～現在) 
3） 岐阜県医療審議会委員(～現在) 
4） 岐阜県社会保険診療報酬請求書審査委員会学識経験者審査委員選考協議会委員(～現在) 
5） 岐阜市救急業務対策協議会委員(～現在) 
6） 岐阜市救急医療体制協議会委員(～現在) 
7） 岐阜県医師会勤務医部会学術選考委員会委員(～現在) 
8） 岐阜県医師会勤務医部会常任運営委員会委員(～現在) 
9）地域医療福祉情報連携協議会 幹事会委員(～現在) 

10） 救急医療情報連携地域協議会「救急医療情報連絡専門委員会」委員(～現在) 
11） 岐阜県メディカルコントロール協議会委員 ・救急隊員教育部会委員・プロトコール検討部会委員(～

現在) 
12） 岐阜県消防・医療連携協議会委員・救急搬送に係る広域化最適化専門部会委員(～現在) 
13） 高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン・メディカル委員会副委員長(～現在) 
14） 医師臨床研修マッチング協議会運営委員(～現在) 
15） 岐阜県圏域地域医療構想調整会議委員(～現在) 
16） 中部原子力懇談会理事(～現在) 
17） 岐阜県地震防災行動計画検討委員会委員(～現在) 
18） 山岳医療に関する医師養成協議会役員(～現在) 
19） 名古屋大学特定臨床研究監査委員会委員(～現在) 
20） 日本医療安全調査機構調査支援医(～現在) 
 
牛越博昭： 
1） 日本学術振興会科学研究費委員会審査専門委員(～2017.12.31) 
 
熊田恵介： 
1） NPO 法人岐阜救急災害医療研究開発機構理事(～現在) 
 
吉田隆浩： 
1） 岐阜県メディカルコントロール協議会委員・救急隊員教育部会委員・プロトコール検討部会委員・

救急救命士の処置範囲拡大に伴うワーキンググループ委員(～現在) 
2） 岐阜地域メディカルコントロール協議会委員(～現在) 
3） 富山県ドクターヘリ運航調整委員会委員・作業部会委員(～現在) 
4） 岐阜県通信指令員救急教育係るワーキンググループ委員(～現在) 
5） 岐阜県非常駐災害医療コーディネーター(～現在) 
 
副田明男： 
1） 岐阜県医師会 山岳医療に関する医師養成協議会委員(～現在) 
 
名知 祥： 
1） 岐阜県メディカルコントロール協議会救急隊員教育部会委員・プロトコール検討部会委員・救急救

命士の処置範囲拡大に伴うワーキンググループ委員(～現在) 
2） 高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン・メディカル委員会委員(～現在) 
3） いびがわマラソンメディカル委員会委員(～現在) 
4） 関市子どもいきいき事業講師(～2017) 
5） NPO 法人岐阜救急災害医療研究開発機構理事(～現在) 
6） 消防庁救急企画室 救急蘇生ワーキンググループ委員(～2017.3.31) 
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館 正仁： 
1） 岐阜県医師会 山岳医療に関する医師養成協議会委員(～現在) 
 

10．報告書 
1） 小倉真治：救急医療情報連携について-厚生労働科学研究費補助金 地域医療基盤開発推進研究事業 

地域医療連携の連携診療情報項目の園国的な共通化確率に向けた研究：66(平成 27 年) 

11．報道 
1） 牛越博昭：「救急集中治療」一層充実へ：岐阜新聞(2015 年 3 月 1 日) 
2） 小倉真治：救命法を`猛練習：岐阜新聞(2015 年 4 月 17 日) 
3） 小倉真治：がん患者への支援訴え：岐阜新聞(2015 年 5 月 1 日) 
4） 小倉真治：橋本孝治：県ゴルフ連盟に岐阜大病院提案：岐阜新聞(2015 年 6 月 4 日) 
5） 小倉真治：当たり前の救急医療を実現する：東海医事新報(2015 年 8 月 20 日) 
6） 小倉真治, 豊田泉：一歩先行く岐阜の救急医療：ぷらざ(2015 年 9 月 1 日) 
7） 小倉真治, 豊田泉, 吉田隆浩, 土井智章, 吉田省造, 名知祥：9 月 9 日は救急の日 災害医療、高齢者

医療を見直す契機：岐阜新聞(2016 年 9 月 9 日) 
8） 小倉真治, 今村英仁：(対談)救急医療のレベルを高める 2025 年に向けて：医学書院 雑誌「病院」

(2016 年 10 月号) 
9） 吉田隆浩：医療の道へ参考に- DMAT メンバー岐阜高で活動紹介- ：岐阜新聞（2017 年 2 月 7 日) 

10） 名知祥：サポートランナー県庁で救命講習会：中日新聞（2017 年 4 月 16 日) 
11） 名知祥：倒れたランナーAED 使い救助：中日新聞（2017 年 4 月 24 日) 
12） 名知祥：医人伝「マラソン走者救護の要」：中日新聞（2017 年 6 月 6 日) 
13） 山田法顕：みんなで防災・減災 「導入から 6 年 ヘリ活用推進」：岐阜新聞（2017 年 6 月 25 日) 
14） 救急活動の円滑化に-消防と病院の勉強会が 200 回：高山市民時報（2017 年 7 月 5 日) 
15） 名知祥：救急医療レベル向上狙い症例検討重ね 200 回：中日新聞（2017 年 7 月 5 日) 
16） 山田法顕, 橋本孝治, 三宅喬人：ゆうがたサテライト「ドクターヘリ密着」：テレビ愛知（2017 年 8

月 18 日) 
17） 小倉真治, 山田法顕：9 月 9 日は救急の日 ドクターヘリ運用 7 年 全県民に再校の救急サービスを提

供：岐阜新聞（2017 年 9 月 9 日) 
18） 小倉真治, 名知祥：医療ボランティア、万一に備え：岐阜新聞（2017 年 10 月 13 日) 
19） 山田法顕：岐阜大病院のドクターヘリ飛躍：朝日新聞（2017 年 11 月 19 日) 
20） 名知祥：ほっとイブニングぎふ「いびがわマラソン」：NHK 岐阜（2017 年 11 月 20 日) 
21） 吉田隆浩：みんなで防災・減災-病院前救護の強化を目指す-：岐阜新聞 企画特集（2017 年 12 月 24 日) 
 

12．自己評価 
評価 

3 年前から本格的に研究室を拡充し, そこから基礎データに基づく英文の原著論文が増加している。 
 
現状の問題点及びその対応策 

臨床業務が多忙であり, 研究のための時間を取りづらいのが現状である。しかし, ラボの充実をはかる

ことにより新たな研究に取り組むことが可能になってきている。のみならず, 臨床研究も進展している。 
 
今後の展望 

さらにトランスレーショナルリサーチを進めて行きたい。基礎研究が充実した反面, 臨床研究もさら

に進展, 改善したい。 
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（6）法医学分野 

1．研究の概要 
法医病理学的な研究としては，従来は死後の角膜混濁のため，眼球を剔出しなければ観察できなかった

眼内所見を眼科手術的に開発された先端径が 0.9mm の内視鏡を用いて解剖時に観察し，眼底出血等の発

生と死因や受けた損傷との関係，その意義等について検討し，眼底出血は頭蓋内出血や頸部圧迫による窒

息死例等に高頻度に認められるのに対し，うっ血乳頭は頭蓋内出血死例では認められるが，頸部圧迫によ

る窒息死例では認められないことを明らかにし，また，溺死例においても高頻度に眼底出血が認められる

ことを新知見として報告することができた。また，突然死の原因としての冠動脈奇形の意義や致命的不整

脈における心臓の組織学的変化について等の研究を行った。DNA 多型に関する研究では，ミトコンドリ

ア DNA 高変異領域の塩基配列解析ならびに STR(short tandem repeat)多型および INDEL 
(insersion-deletion)多型の出現頻度や多型構造の解析を行い，DNA 鑑定において必要となる，岐阜県在

住の日本人集団を対象としたデータベースを構築することができた。また，X 染色体上の STR 座位の日

本人集団における高度な構造多型を明らかにし，その人類遺伝学的解析を行ったほか，他大学等と共同で，

吸血した蚊からの DNA 型分析による個人識別ならびに吸血後の経過時間推定について研究し，法医鑑識

実務に有用な知見を得た。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 

武内康雄 
永井 淳 

Yasuo Bunai 
Atsushi Nagai 

 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 永井 淳, 原 正昭, 廣重優二, 小川久恵, 引土知幸, 梅田光夫, 川尻由美, 中山幸治, 武内康雄, 鈴木廣一, 

髙田 綾, 石井 晃, 山本敏充. 吸血した蚊からの Y-STR 型分析による個人識別. DNA 多型. 2017 年；25
巻：24－27. 

 
原著（欧文） 

1） Endo S, Nishiyama A, Suyama M, Takemura M, Soda M, Chen H, Tajima K, El-Kabbani O, Bunai Y, 
Hara A, Matsunaga T, Ikari A. Protective roles of aldo-keto reductase 1B10 and autophagy against 
toxicity induced by p-quinone metabolites of tert-butylhydroquinone in lung cancer A549 cells. 
Chemico-Biological Interactions. 2015;234:282-289.   

2） Bunai Y, Ishii A, Akaza K, Nagai A, Nishida N, Yamaguchi S. A case of sudden death after Japanese 
encephalitis vaccination. Leg Med. 2015;17:279-282. CS 1.46 

3） Hara M, Nakanishi H, Takahashi S, Nagai A, Yamamoto T, Yoneyama K, Saito K, Takada A. 
Relationship between DNA degradation ratios and the number of loci detectable by STR kits in 
extremely old semen stain samples. Leg Med. 2015;17:391-393. CS 1.46 

4） Nagai A, Elmadawy MA, Ishihara T, Yamamoto T, Hara M, Yosef TA, Gomaa GM, Hegazy HMR, Bunai 
Y. Genetic polymorphisms at 17 Y-STR loci in an Egyptian population. Forensic Sci Int Gene Supple. 
2015;5:e436-e437. 

5） Nagai A, Hara A, Bunai Y. Intra-allelic variation at three X-STR loci in Japanese, Bangladeshi, and 
Indonesian populations. J Comp Clin Med. 2016;23:1-9. 

6） Hiroshige Y, Hara M, Nagai A, Hikitsuchi T, Umeda M, Kawajiri Y, Nakayama K, Suzuki K, Takada A, 
Ishii A, Yamamoto T. A human genotyping trial to estimate the post-feeding time from mosquito blood 
meals. Plos One 2017;12: e0179319. CS 3.11 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：永井 淳；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：日本人に適したマルチプレックス

INDEL 多型検出システムの構築とその法医学的応用；平成 25－27 年度；2,500 千円(1,000：800：
700 千円)  

2） 研究代表者：原 正昭, 研究分担者：永井 淳；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：ヒトを吸血し

た蚊からの吸血後の経過時間推定及び個人識別；平成 26－28 年度；300 千円(100：100：100 千円)  

2）受託研究 
1） 武内康雄：薬毒物検査等受託事業費；平成 27 年度；7,300 千円：岐阜県警察本部 
2） 武内康雄：薬毒物検査等受託事業費；平成 28 年度；4,607 千円：岐阜県警察本部 
3） 武内康雄：薬毒物検査等受託事業費；平成 29 年度；4,080 千円：岐阜県警察本部 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
武内康雄： 
1） 日本法医学会評議員(～現在) 
2） 日本法医学会理事(平成 25 年 6 月～平成 29 年 6 月) 
3） 日本法医学会認定医制度運営委員長(平成 25 年 7 月～平成 27 年 6 月) 
4） 日本法医学会認定医制度運営副委員長(平成 27 年 7 月～平成 29 年 6 月) 
5） 日本医学会分科会用語委員会委員(平成 25 年 7 月～平成 27 年 6 月) 
6） 法医病理研究会運営委員(～平成 27 年 6 月) 
7） 日本 SIDS・乳幼児突然死予防学会評議員(～現在) 
8） 日本 SIDS・乳幼児突然死予防学症例検討委員(～現在) 
9） 日本 SIDS・乳幼児突然死予防学会診断基準検討委員(～現在) 

10） 日本 SIDS・乳幼児突然死予防学理事(～平成 29 年 3 月) 
 
永井 淳： 
1） 日本比較臨床医学会評議員(平成 24 年 7 月～現在) 
2） 日本比較臨床医学会理事(平成 28 年 3 月～現在) 

2）学会開催 
武内康雄： 
1） 第 101 次日本法医学会学術全国集会(平成 29 年 6 月, 岐阜) 
2） 第 39 回日本法医学会中部地方集会(平成 29 年 10 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
武内康雄： 
1） 法医病理；編集委員(平成 26 年 11 月～現在) 
2） Legal Medicine；Editorial Board(～現在) 
 
永井 淳： 
1） 日本比較臨床医学会誌；編集委員(平成 28 年 3 月～現在) 
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7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
武内康雄： 
1） 第 100 次日本法医学会学術全国集会(平成 28 年 6 月, 東京, 特別講演「Development of the Early 

Warning System for New Psychoactive Substances in Serbia」座長) 
2） 第 15 回警察歯科医師会全国大会(平成 28 年 9 月, 岐阜, 特別講演「ジャーナリストが見た遺族にと

っての身元確認とは！」座長) 
3） 第 101 次日本法医学会学術全国集会(平成 29 年 6 月, 岐阜, 招請講演「investigations on transfer of 

DNA traces」座長) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
武内康雄： 
1） 岐阜県警察歯科医会顧問(平成 25 年 4 月～平成 27 年 6 月) 
 
永井 淳： 
1） 高校への出前講義(平成 27 年 11 月, 名古屋大学教育学部附属高等学校) 
2） 高校への出前講義(平成 27 年 12 月, 名古屋大学教育学部附属高等学校) 
3） 高校への出前講義(平成 28 年 11 月, 岐阜県立恵那高等学校) 
4） 高校への出前講義(平成 29 年 11 月, 愛知県立春日井高等校)  

10．報告書 
なし 

11．報道 
武内康雄：「研究室から 大学はいま」法医学で社会の安全に寄与：岐阜新聞(2016 年 10 月 18 日) 
永井 淳：「研究室から 大学はいま」DNA 鑑定の難題に挑む：岐阜新聞(2017 年 12 月 26 日) 

12．自己評価 
評価 
年間 60～80 体の法医解剖の鑑定を嘱託されており, 解剖やその後の検査, 鑑定書作成等のため研究の

ための時間が制約されているが, それなりの成果を挙げられたと思っている。 
 
現状の問題点及びその対応策 

法医学分野では，現在 2 名の教員が教育・研究・実務に従事しており，研究などの面では国内外から

相応の評価を受けている。しかしながら，研究領域がやや固定化してきていることは否めず，また，人

事が固定化しつつあるという問題点もある。そこで，今後は学外との共同研究を目指しながら，学問の

進歩に則し新しい研究手法を取り入れ，時代の傾向に則して研究分野を広げる必要があると考えられる。

また，本分野に新しい息吹を引き起こすために，大学院生が入学しやすい環境と設備を整えることが急

務であると考えられる。 
 

今後の展望 
法医病理学的な研究として，今後外傷の病理，特に，受傷後早期に起こる変化について，分子病理学

的研究を始めたい。DNA 多型に関する研究では，引き続き日本人集団における DNA 多型のデータベ

ース化を進めるとともに，個人識別に有用な DNA 多型領域の検討ならびに DNA 多型のより効率的な

検出法の開発，DNA 多型を利用した混合試料からの個人識別等，世界の趨勢に遅れず，研究を推進し

ていきたい。 
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（7）産業衛生学分野 

1．研究の概要 
衛生学は広い意味での環境とヒトの関わりを解析し，ヒトの健康の保持・増進に寄与することを目的とし

た実学である。衛生学は包括的な応用科学であって，基礎医学に属するものではなく，社会医学の一分野で

ある。従って，社会の要請に積極的に答えていかなくてはならない宿命にある。現在の産業衛生学分野の研

究内容は，職場における実践活動を通じたもので，以下のような研究を行っている。 
（1）建設労働者，埋蔵文化財発掘作業者などの屋外労働者を対象に健康問題，作業環境，労働条件の検討を

行い，快適職場づくりのための研究，（2）振動障害，騒音性難聴の予防の研究，（3）各種職場における腰痛

をはじめとした筋骨格系障害予防の研究，（4）職場のメンタルヘルスの研究，（5）医師をはじめとした医療

従事者の健康障害予防の研究を行っている。 

2．名簿 
准教授： 
 

井奈波良一 
 
 

Ryoichi Inaba 
 
 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 井奈波良一. 噴火災害による人的被害の動向, 日職災医誌 2015 年；63 巻：324－328. 
2） 井奈波良一. 土砂災害による人的被害の動向, 日職災医誌 2016 年；64 巻：79－83. 
3） 井奈波良一. 環境にやさしい打ち揚げ花火, 日職災医誌 2016 年；64 巻：213－216. 
4） 井奈波良一. 仕事と熱中症, 成人病と生活習慣病 2017 年；47 巻：1019－1023. 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 井奈波良一. 医学生における自覚的な耳鳴および聴覚問題, 日健医誌 2015 年；23 巻：241－248. 
2） 井奈波良一, 井上眞人. 女子看護学生のバーンアウトとインターネット依存の関係, 日健医誌 2015 年；

23 巻：261－265. 
3） 田中 完, 井奈波良一, 波田野直美. 持続的陽圧呼吸療法にて著明に改善しためまいを主訴とする睡眠時

無呼吸症候群の一例, 産衛誌 2015 年；57 巻：19－20. 
4） 井奈波良一. 女性看護師の声を出して笑う頻度と勤務状況、日常生活習慣および職業性ストレスの関係, 日

職災医誌 2015 年；63 巻：81－87. 
5） 井奈波良一, 日置敦巳. 病院における職場巡視を中心とした産業保健活動の現状, 日職災医誌 2015 年；

63 巻：147－152. 
6） 井奈波良一, 井上眞人. 男子医学生のバーンアウトとインターネット依存の関係, 日健医誌 2015 年；24

巻：166－170. 
7） 井奈波良一. 病理医の勤務状況および職業性ストレス, 日職災医誌 2015 年；63 巻：225－231. 
8） 井奈波良一, 井上眞人. 女性看護師のバーンアウトと職業性ストレスの関係, 第 2 報, 日職災医誌 2015

年；63 巻：290－296. 
9） 井奈波良一, 日置敦巳. 女性看護師の身体愁訴と努力報酬不均衡の関係, 日職災医誌 2016 年；64 巻：145

－149. 
10） 井奈波良一, 日置敦巳. 女性看護師の各種睡眠障害の出現頻度とバーンアウト、ワーク・エンゲイジメント、

ワーカホリズム、寝酒および睡眠薬服用の関係, 日職災医誌 2016 年；64 巻：260－264. 
11） 井奈波良一, 井上眞人, 日置敦巳. 女性病院看護師のバーンアウトとワーク・ファミリー・コンフリクトの

関係, 日職災医誌 2016 年；64 巻：319－325. 
12） 榎本ヒカル, 池田耕一, 高尾野仁, 井奈波良一. 節電要請期のオフィス内温熱環境と勤務者の快適性評価に

関する調査, 人間と生活環境 2016 年；23 巻：39－47. 
13） 井奈波良一, 井上眞人, 日置敦巳.１年目研修医のバーンアウトと社会的スキルおよび首尾一貫感覚との関

係, 日職災医誌 2017 年；65 巻：1－7. 
14） 井奈波良一, 日置敦巳. 都道府県組織における産業保健体制の現状, 日職災医誌 2017 年；65 巻：61－67. 
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15） 井奈波良一, 青山温仁, 田中 耕. 花火師の大型花火開花音への曝露予測, 日職災医誌 2017 年；65 巻：

107－110. 
16） 井奈波良一, 井上眞人, 日置敦巳. 女性病院看護師のバーンアウトと職業的アイデンティティの関係, 日職

災医誌   2017 年；65 巻：160－165. 
17） 井奈波良一, 加野准子. 学生および花火大会鑑賞者の花火大会の効果, 問題に関する意識調査, 健レクリエ

ーション研 2017 年；13 巻：1－10. 
18） 井奈波良一, 日置敦巳. 女性看護師の声を出して笑う頻度とワーカホリズム、ワーク・エンゲイジメントお

よび出来事の関係, 日職災医誌 2017 年；65 巻：255－259. 
 
 

原著（欧文） 
1） Inaba R, Hioki A, Kondo Y, Nakamura H, Nakamura M. Prevalence of subjective symptoms among 

hospital pharmacists and association with drug compounding practices. Ind Health. 2015; 53:100-108. CS 1.32 
2） Inaba R, Kurokawa J, Inoue M. Status of preventive measures against heat disorders at enterprises 

employing 50 or more workers in Japan. JJOMT. 2016;64:10-17. 
3） Inaba R, Hioki A, Kondo Y, Nakamura H, Nakamura M. Suspended particle and drug ingredient 

concentrations in hospital dispensaries and implications for pharmacists'  working environments. 
Environ Health Prev Med. 2016;21:105-110. CS 1.31 

4） Tanoue H, Mitsuhashi T, Sako S, Goto R, Nakai T, Inaba R. Effects of a dynamic chair on pelvic 
mobility, fatigue, and work efficacy during work performed while sitting: a comparison of dynamic 
sitting and static sitting. J Phys Ther Sci. 2016;28:1759-1763. CS 1.53 

5） Tanaka T, Inaba R, Aoyama A. Noise and low-frequency sound levels due to aerial fireworks and 
prediction of the occupational exposure of pyrothechnicians to noise. J Occup Health. 2016;58:593-601.
 CS 1.30 

6） Sako S, Sugiura H, Tanoue H, Kojima M, Kono M, Inaba R. Electromyographic analysis of relevant 
muscle groups during completion of computer tasks using different computer positions. Int J Occup 
Saf Ergon, 2017; 23:267-273.  CS 0.64 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：井奈波良一；研究科長・医学部長裁量経費(重点的配分)：花火打上による大気中の微量

粒子状物質(PM2.5)並びに過塩素酸およびその化合物の測定；平成 27 年度；500 千円 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
井奈波良一： 
1） 日本衛生学会評議員(～現在) 
2） 日本産業衛生学会代議員(～現在) 
3） 日本民族衛生学会評議員(～現在) 
4） 日本温泉気候物理医学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 
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7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
なし 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 田中 耕, 井奈波良一：第 88 回日本産業衛生学会最優秀演題賞(平成 27 年 5 月) 
2） 井奈波良一：第 2 回日本職業・災害医学会学会賞(平成 28 年 10 月) 

9．社会活動 
井奈波良一： 
1） 岐阜市環境審議会委員(～現在) 
2） 産業保健相談員(岐阜産業保健総合推進センター)(～現在) 
3） 労働衛生指導医(岐阜労働局)(～現在) 
4） ヘルスプランぎふ 21 推進会議委員(平成 24 年度～現在) 
5） 岐阜県公害審査会委員(平成 27 年度～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 
概要に示した当分野の研究を実施し，論文を作成した。論文については，全体の数は十分だと考えられ

るが，欧文論文をさらに増やすべく努力が必要である。外部資金については，奨学寄付金を得たが，今

後も継続して獲得する必要がある。社会活動については十分行われていると考えている。 
 

現状の問題点及びその対応策 
教員が１名でマンパワーの面で問題があり，また研究室が手狭のため実験的な研究がほとんどできない

という問題点がある。これを打開するために他分野，他施設との共同研究に力を入れている。 
 

今後の展望 
今後とも，職場の実践活動を通じた研究を行い，その成果を職場に還元したい。教員数の増員は望めそ

うもないので，産業衛生の重要性を強く訴え，他分野，他施設との共同研究で当分野の発展の活路を見

いだしたい。 
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（8）医学教育学分野 

1．研究の概要 
大学院医学教育学分野として大学院生 11 名を指導し，研究を推進している。医学教育学は，医学・医

療教育分野における多面的な課題を究明し，効果的な教育方法を研究する学問領域であり，医学・医療教

育を行うための具体的知識やスキルの習得を目指している。本課程を修了した者は，医学教育学の専門家

として，教員・医師・学生等を指導する能力を有し，教育システムを自ら構築・改善し，研究を遂行でき

ることを目標とする。医学教育開発研究センターは医学教育共同利用拠点として活動しつつ，全国からの

大学院教育希望者の受け皿としても機能している。 
医学教育研究は近年急激な発展を遂げており，当分野でも卒前から生涯教育に至るまで，知識・技能・

態度教育と多岐にわたる研究を行っており，特にコミュニケーション，PBL，シミュレーション，プロフ

ェッショナリズム，人材育成，教職員養成，試験方法などの研究に力を入れている。また医師教育だけで

なく，看護・薬学・歯学など，多職種の共通課題に取り組んでおり，多職種連携教育の研究にも力を入れ

ている。研究手法は量的研究と質的研究を組み合わせ，多面的な分析を行っている。 

2．名簿 
教授(併任)： 
教授(併任)： 
教授(併任)： 
准教授(併任)： 
併任講師(併任)： 
併任講師(併任)： 
助教(併任)： 

鈴木康之 
藤崎和彦 
丹羽雅之 
西城卓也 
川上ちひろ 
今福輪太郎 
恒川幸司 

Yasuyuki Suzuki 
Kazuhiko Fujisaki 
Masayuki Niwa 
Takuya Saiki 
Chihiro Kawakami 
Rintaro Imafuku 
Koji Tsunekawa 

3．研究成果の発表 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

4．研究費獲得状況 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

5．発明・特許出願状況 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

6．学会活動 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 or 演者 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

8．学術賞等の受賞状況 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

9．社会活動 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

10．報告書 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 

11．報道 
医学教育開発研究センター(テュトーリアル部門)および医学教育開発研究センター(バーチャルスキル部門)参照 
1） 岐阜大学 平成 26 年度大学改革シンポジウム「地域・市民とともに育てる医療人」：文教ニュース

(2015 年 2 月 23 日) 
2） 岐阜大医学教育センターがセミナーとワークショップ：文教速報(2015 年 2 月 27 日) 
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3） 藤崎和彦：人間力がなければ医者にはなれない：Asahi Shimbun Weekly AERA(2015 年 4 月 27 日) 
4） 岐阜大, 埼玉医大とセミナー・ワークショップ：文教速報(2015 年 7 月 17 日) 
5） 鈴木康之：医学教育の牛場賞・日野原賞 岐阜大教授ら 2 人受賞：岐阜新聞(2015 年 9 月 18 日) 
6） 岐阜大が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2015 年 10 月 5 日) 
7） 岐阜大 医療通訳ボランティア研修の開催：文教ニュース(2015 年 11 月 9 日) 
8） 医療通訳ボランティア研修に協力(岐阜大)：文教速報(2015 年 11 月 16 日) 

12．自己評価 
評価 
大学院博士課程在籍者は 11 名で, 毎年, 入学希望者があり, ニーズの高さを感じている。入学者は医師

だけでなく, 薬剤師, 助産師, 研修事務担当者など, 多職種の学生が在籍していること, 11 名中 5 名は教

育機関の教員, 6 名が臨床指導者であることが特徴である。2015 年, 2018 年に学位取得者が出ており, 今
年度以降も学位取得者の増加が見込まれる。 

 
現状の問題点及びその対応策 
全員, 中堅の社会人大学院生であり, 多忙な本務を行いながらの履修であるため, ほとんどの学生が長

期履修制度を利用しており, 一部, 休学せざるを得ない学生もいる。また遠隔地からの履修であるため, 
スクーリングとオンラインでの指導を組み合わせて対応している。 

 
今後の展望 
医療者教育の重要性は益々高まってきており, 本分野で学位を取得した方が, 全国の医育機関・医療機関

などでリーダーシップを発揮することが期待される。 
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